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開会点鐘 
ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱 

四つのテスト唱和：渡邊万里子さん 
 

寺山幸徳 会長挨拶 

7 月のロータリーテーマは母子の健康月間となっておりま

す。母子の健康月間とは、母子の健康に関する活動を強調

し、ロータリーの奉仕活動を広めるために設けられてお

り、ロータリーは母子の健康を支援し、この月間を通じて

地域社会における母子の健康の重要性を認識させることを

目指しているということです。本来であれば地域社会で母

子の健康を支援し、重要性を認識させるのが正当ですが、

まずは会員皆様のご家族や社内の母子の健康を支援し、重

要性を認識してはいかがでしょうか。毎日 30 度を超える

暑い夏日が続いております。一時的な豪雨もありますが、

安全大会で聞いた熱中症予防についての話を共有させてい

ただきたいと思います。熱中症予防について講師の方が話

されていたのですが、深酒、睡眠不足、朝食を抜いた方が

熱中症になりやすいそうです。この 3 点を守るだけでも、

熱中症にかかるリスクがだいぶ減るということでした。こ

れから旅行やレジャーなど外出する機会が多くなると思い

ますが、熱中症にはお気をつけください。 

本日のプログラムでは、新委員会委員長挨拶および委員会

活動発表となっております。各委員長の皆様、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

出席報告：鈴木かおる 出席委員長 

会員数 43 名 出席 22 名 欠席 21 名 出席率 51.16% 

 

スマイルＢＯＸ報告：西山早苗 委員長 

白岩邦俊 名誉会員「台湾訪問、皆様のサポートのおかげ

で楽しい旅行ができました。ありがとうございました」 

土屋繫之さん「毎日暑い日が続きます。皆様、熱中症とな

らぬよう十分ご注意ください」 

和田太郎さん「新入会の和田です。よろしくお願いいたし

ます」 

佐藤功一さん、平栗幹也さん、二瓶節夫さん 

佐久間春さん 津野順子さん 齋藤健二さん 

寺山幸徳さん 橋本弘幸さん 蔭山寿一さん 

 

7 月の誕生祝：渡邉孝子親睦活動委員長 
今月お誕生日の方は白岩

邦俊名誉会員と小口憲太

郎さんです。白岩先生に

お花をプレゼントしま

す。小口さんにはお届け

します。 

 

新会員入会式 
 

和田太郎さんのご紹介：土屋繫之さん・吉成 進さん 

和田太郎さんは郡山コスモス RC の会員として中心的な活

動をされ、特にマイロータリーの登録など IT 関係の整備

に尽力されました。夜の世界でも華々しく活動され、度が

過ぎてお父さんから「いい加減にしろ」と言われて退会さ

せられたという経歴をお持ちです。ロータリーを熟知され

ていますし、活動のエネルギーもお持ちですのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

和田太郎さん挨拶・ロータリーバッジ等贈呈 

ご紹介いただいた理由により退会しましたが、また入会さ

せていただきまして本当にありがとうございます。これか

らまた頑張っていきますので皆様よろしくお願いします。 

 

幹事報告：内田朝美 幹事 

・7 月 10 日のクラブ活性化ワークショップに会長が出席し

ます。地区社会・国際奉仕委員会とロータリー財団委員会

合同セミナーは吉成さん、井上さん、土田さん、星さん、

会長、幹事が対象です。参加登録申込は QR コードからお

願いいたします。 

 

プログラム：新委員会委員長挨拶 
      委員会活動計画発表 

 

味戸誠一郎 S.A.A.委員長(幹事代読)  

例会プログラムが楽しいものとなるよう会場設営、食事

メニュー等を工夫していきたいと思います。毎例会の席

が固定していることから、多くの会員相互の親睦が図れ

るよう、くじ引きを取り入れて席順を決めます。食事の

無駄を省くため、事務局から送られる例会出欠返信票を

必ず提出するようお願いいたします。 

 

橋本弘幸 クラブ管理委員長 

プログラム、スマイル BOX、親睦活動、出席の委員会を統

括し、クラブがうまく運営できるための委員会であると認

識しております。各委員会の計画を聞いて何が支援できる

かを考えてまいりたいと思います。

郡山アーバンコスモスロータリークラブ        会長 寺山幸徳  幹事 内田朝美 

第２回例会(通算 第 1275 回) 2026 年７月 15 日(水) 12：30～13：30 ビューホテルアネックス 6F 
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平原 憲 プログラム委員長 

会長方針の居心地の良さ、帰属意識の向上が図れるよ

うなプログラムの作成のため、各委員会と相談しなが

ら進めていきたいと思っております。会長が会員相互

の親睦を大切にしておりますので、特に親睦活動委員

会と密に相談しながらプログラムを組みたいと思って

おります。 

 

鈴木かおる 出席委員長 

例会出席は大切だと思いますので、出席率 50％を

下回らないように声掛けをしながら頑張りたいと思

います。寺山会長は魅力あるプログラムの企画、専

門的な有識者の卓話の充実、他クラブとの合同例会

での親睦、オンラインを活用した例会を取り入れた

いとの方針を掲げていますので、皆様のご協力よろ

しくお願いします。 

渡邉孝子 親睦活動委員長 

寺山会長が会員同士の親睦をより一層深めるという

ことで、プログラム委員長と連携しながら活動して

いきます。お誕生祝いは毎月第 1 例会で行います。

7月 22 日(水)18 時 30 分から出帆式を AIKA さんで

行います。10月 17 日(土)に開成山公園でバーベキ

ュー、11月 18 日(水)にホテル華の湯で観楓会、12

月 23 日(水)にクリスマス家族会、1月 6日に新年

祈祷と新年会、3月 3日にひなまつりランチ例会、

4月 14 日に創立記念日例会、6月 25 日(金)にエル

マールで最終例会を予定しています。 

 

西山早苗 スマイル BOX 委員長 

スマイル BOX の本来の趣旨は、いいことがあったと

きに志を寄付し、その財源で社会奉仕や青少年奉仕

活動に使われているということです。その理念のも

とで、皆さんが笑顔で寄付できますよう、笑顔でお

迎えしたいと思っております。 

蔭山寿一 会員増強委員長 

会員全員が委員ということですのでよろしくお願い

いたします。地区の重点施策として会員基盤の維持

強化が掲げられております。寺山会長は新会員 2

名、退会者ゼロを活動目標に掲げられました。会員

の皆様とともに活動を楽しみ、さらにはその輪を新

たな会員へと広げ、各委員会とともに魅力あるクラ

ブにしていければと考えております。8月 5日(水)

の担当例会に会員増強、退会防止について話し合い

を持ちたいと考えております。 

 

渡邊万里子 公共イメージ・IT 委員長 

ホームページの内容を拡充して、皆様に見ていただ

きたいと思っています。担当例会の 9月 2日には善

方地区委員長に公共イメージに関するゲスト卓話を

お願いしております。次男が大学を卒業しましたの

で生まれた姓の小宮山に戸籍を変更しました。 

平栗幹也 奉仕プロジェクト委員長 

職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕の 4委

員会をサポートしてまいりたいと思います。地域社

会のニーズに応じた奉仕活動への参加、会員が多く

参加できる奉仕プロジェクトの企画、青少年育成や

環境保全活動への積極的な支援、活動を通じたロー

タリーの認知度向上が活動目標です。 

 

齋藤健二 職業奉仕委員長 

会員相互の職業の理解が必要であると考えますの

で、お互いが色々な理解を深められるように皆さん

のご協力をお願いいたします。 

 

井上 厚 社会奉仕委員長 

アイラブロード事業は 7月 26 日、9月 27 日、10月

25 日、11月 29 日、3月 28 日、5月 30 日の 6回行

います。骨髄バンクへの支援活動と聴覚支援学校へ

の支援活動を例年通り実施させていただきたいと思

っております。地区のセミナー参加を積極的に行い

ます。 

 

土田 博 国際奉仕委員長(幹事代読) 

台湾新竹東北 RC と 2013 年 9月 5 日に姉妹クラブの

締結をして 13年目を迎えます。このご縁を大切に

しながら今年も交流を重ね、友情と親睦を深める機

会にしていきます。 

 

増子ふみえ 青少年奉仕委員長 

寺山会長の活動方針に基づき、未来を担う青少年の

成長とつながりを大切にしながら、実りある事業と

なりますよう取り組んでまいります。郡山アーバン

コスモス RC 杯中学校野球大会は 8月 22・23 日にシ

ード権の試合が始まるそうで、詳細が分かり次第ご

連絡します。郡山西ロータアクトクラブの支援と交

流、RYLA(ライラ)への参加を計画しております。 

 

小林悦子 米山記念奨学会委員長 

寺山会長の方針に則り、米山奨学生について理解を

深めていただけるような活動をしていきたいと思い

ます。寄付額により 2年後の学生の数が決まります

ので、普通寄付 5000 円、特別寄付 1万円のご協力

をお願います。10月の担当例会は米山の理解を深

めていただける時間にしたいと思っています。 

 

土屋繫之 戦略計画委員長 

5 年計画のビジョンを見直さなくてはいけないとい

うことで、皆さんと情報共有していきたいと思って

います。ガバナー補佐は少なくとも年 4回は当クラ

ブを訪問されますので、いろんな情報をいただいて

協議しながら進めていきたいと思っています。 

 

閉会点鐘

 


